
SDGs次世代
ライフスタイル建築計画
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「プロジェクトの課題」
エネルギーとワーク・ライフ・バランス



現代社会の「エネルギー」と「環境」
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日本は長い間、化石燃料への高い依存度を持っていました。

化石燃料が環境問題の大きな原因になっている今、環境問題の解決、

カーボンニュートラルの実現のためには高い化石燃料の依存から脱皮して

次世代のエネルギー源を導入する必要があります。

さらに、産業全般での無駄なエネルギ消費を減らし、省エネを実現することで、

環境への負担を減らし、サステナブルな地球環境のための動きが必要です。



「現代人」の「生活」
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環境問題とコロナ禍などの影響をへて、多くの人々は外出を控え、

限られた空間での生活を長い時間、続けてきました。

他人との交流を控えた長期限の生活は多くの人々の体によくない影響を与え、

様々な現実問題と絡み合って、精神的なストレスをかけてきます。

コロナの影響が収まっていく今、人々は外での新しい活動とヒーリングを求めています。

それと共に、変わっていく社会状況と生活に対応できるライフスタイルを求めています。



「仕事」と「生活環境」
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一日の半分以上を仕事をして送っている現代人の生活で、

生活と仕事の均衡（ワーク・ライフ・バランス）は大事な社会的課題になっています。

しかし、ただ仕事と休息の時間を同じくするだけではその均衡は実現できません。

時間より先に、「良く働いて、良く休める」環境を造るのが重要になります。

今、多くの現代人は変わらない環境で、長い時間を生きていきます。

「良く働いて、良く休める」ための環境を揃えるのはよくない状況と言えるでしょう。
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「プロジェクトの目標」
自然と交わり合うワーケイション空間
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「環境配慮」と「サステナブル」な街づくり

太陽光という環境に負担を掛けない次世代のエネルギー源を使い、

町全体のサステナブルなエネルギー使用を実現します。

エネルギーの革新に加え、木を使った木質建築で、環境に優しく、

炭素排出を抑える建築サイクルを実現した街を具現化します。

ストレス社会とエネルギー問題から離れ、

持続可能な自然環境の中で広げられる心豊かな人生を育むライフスタイル

を楽しめる街を造っていきます。
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「仕事」に向けた「ヒーリング」空間

仕事は決まった場所、統制された場所で行うことでした。

ですが、今の仕事は通信技術の発達で、

空間の制約が弱くなっています。

私たちは自然の中の仕事場を通じて、

仕事をしながらこまめにヒーリングできる、

仕事と休息を境界を壊す空間を造り、

「より良い仕事」の出来る空間を具現化します。
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変わっていく「休息」と「生活」に対応

人は生活をしていく中で家族構成も、

身体のコンディションも変わっていきます。

変わっていく環境の中で、その生活の形も変わっていき、

それによる休息の形も様々に変わっていきます。

私たちは可変可能な空間を通じて様々な形を収容できる、

変化する休息の形、趣味の形に対応できるのは勿論、

変化する家族構成による生活の変化にも対応できる空間を具現化します。



COO:（空）Space
住戸スペースに併設した
可変可能な「空」の空間提案

私たちは、以上の課題解決のために
このコンセプトを提案します。



「空」と「自然」
●「空」は自然と共にあることで成り立つ概念です。 私たちは環境を取り入れながらも自然に対する配慮を欠かせ

ないことで、「空」の概念をさらに完成させていきたいと思います。

●太陽光パネルの環境に優しいエネルギーとWoodsWall工法のCO2固定化能力を生かしたデザインにすること

で、環境に負担を掛けなく、さらに環境に優しい技術の集約である次世代の環境を守る為に繋がる街づくりにしま

す。

●自立的なエネルギー環境で「住み続けられる街づくり」を、廃棄物の少ない、再活用できる素材で「あとを考えた

材料」を、木材使用と太陽エネルギなどの環境に負担を掛けない造りで、建築分野における「環境対策」として

SDGｓに基づいた街のデザインをしていきます。
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WoodsWall工法
●WoodsWall工法は鉄骨の骨組みの周りを囲む

ように既成木材の柱材を並べて壁にする工法で、木

の炭素固定化性能と断熱性能を存分に利用し、環

境にやさしく、省エネを具現化した新しい工法です。

WoodsWall概要図

WoodsWall工法の環境的利点

環境的利点



「WoodsWall工法」と「自然」
木材利用は二酸化炭素削減・地球温暖化防止につながります。

これは光合成効果の他に、光合成によって得られた二酸化炭素は木の中に固定され、光合成効率を下げるので、

木を木の状態で維持していくためにも古い木の利用が重要になってくるためです。

木は50年ほど経過すると、光合成と自身の呼吸の比率が同等になる特性があります。

そのため、50年毎に木材利用が推進され、再び植樹することで循環型社会が生まれ、

環境に優しい建築サイクルが出来る可能性を秘めています。

●WoodsWall工法は木材使用を促し、循環型社会の実現に貢献します。
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キッチン寝室

寝室
トイレ

リビング・
ダイニング

●生活の基本空間 ●Coo (空) Space

寝室

寝室

個人空間

共用空間

キッチン

生活空間

トイレ

リビング・
ダイニング

個人空間

共用空間

屋内

屋内

転移空間

COO
（空）

Space

屋外

COO Spaceの概念自由なお使いの出来る広い共用屋根下空間の提案

外部空間
まで拡張
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COO（空）Spaceの構成

趣味

活動

生活

仕事

●ガーデニング、家庭菜園、などの様々な用途で

利用できる「広い自然」という「空」。その可能性

を受け入れる室内での半屋外空間

●炭素固定化で環境に負担を掛けない

WoodsWall工法の木壁

●環境に優しいエネルギーを自ら造り、効率

よく使うための太陽光パネルと蓄電池

●休息に集中させてくれる次世代

IOT家電と照明制御システム導入

●省エネで、熱損失を最小限

にしながら快適な空気環境を

造るecowinハイブリッド、

ecowinエアー等の空調システ

ム採用
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プロジェクト前提条件

●太陽光パネルの平均的なサイズである

「1690×1046」に合わせた固定屋根サイズを決定。

●4人家族の定住を前提にする。

●屋根の中で自由に配置と方向を変えられるよう

コンパクトで正方形に近い計画をする。

●寝室2個、トイレ、バスユニットは確保しつつ、

プライバシーのある配置にする。
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太陽光パネル（屋根）計画イメージ

●屋根の方向は配置を考え、南方に統一。

●パネル面は空間効率上、10度まで抑える。

●屋根の高さは2000～5000で抑え、

一階建て基準で適切な高さに

なるように構成。

●屋根と異なる建築物の角度を生かし、

角度によりいろんな形状がみられる

●太陽光パネル（屋根）の角度は20～30度が

理想的ではあるが、空間の効率を考えて、

角度を抑える必要あり

50％未満

100％

８２．８％８２．８％E W

S

N

（向きによる太陽光パネルの発電効率）
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COO（空）Spaceの提案

駐車スペース

車庫、倉庫など

保管と管理スペースとして使用

スポーツ、

遊びなどの活動的な空間として使用

カフェ、レストランなどの販売空間や、

テーブルなどを置いて野外休憩空間

として使用

運動などの室内空間を

外に出してさらに良い空間として仕様

ガーデニングなどの空間として使用

住居
スペース

パネル（屋根）エリア

（住宅タイプの例）
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COO（空）Spaceの提案

駐車スペース

アトリエ、工房など

趣味と学びの空間として使用

子供のための遊び場として、

屋外の活動的な空間として使用

多人数が集まるイベント空間として使用

一般のリビング空間、

休憩の空間として使用

キャンピングなどの趣味と

ペットのための公園などで使用

プラント、家庭菜園などが出来る植物

のある屋根下空間として使用

住居
スペース

パネル（屋根）エリア

（住宅タイプの例）
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COO（空）Spaceの提案

屋外イベント空間、
活動の空間として利用

室内空間を寝室・休憩空間としても
利用可能

屋根下の
半屋外イベント空間として利用

プランターやガーデニングの出来る
空間として利用

木と一緒に休む休憩空間として利用

講堂、集会所などの
集まる空間として利用

間仕切りで分けていろんな形の
コワーキングスペースとして利用

半屋外休憩、会議の空間、
簡易イベント空間として利用

パネル（屋根）エリア

（コミュニティースペースタイプの例）
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COO（空）Spaceの核心技術

● WoodsWall工法による木質建築

CO2を固定化した地元木材による施設。

建物を地元の木材によって木質化することは、地球温暖化抑制の観点から移

送エネルギーを少なくすることが出来、また、CO2の固定化にもつながります。

当社が開発を進めているWoodsWall工法（通常規模の２．５倍のCO2固定

量）によってカントリー風とモダンデザインが融合した設計とします。

● 省エネ装置「ecowinシリーズ」の導入

輻射式冷暖房システムecowinハイブリッドでの省エネで快適空間を具現化します。

輻射による熱移動の原理を応用した空調システムを採用。

冬は陽だまりの中、夏は蔵の中のような空間となり、高性能エアコンと比べ、暖房時最大

34％削減の省エネ（当社比）を実現した機器です。さらに外気処理システムecowinエ

アーにより、快適な省エネ換気を実現します。外部の新鮮空気を熱交換・除湿・除塵し

て積極的に室内へ取り込むため、換気による熱負荷低減を促進し、エアコンの余剰エネ

ルギーを有効活用するシステムであるため省エネ性に貢献します。

太陽光発電システムを屋根に全面設置する、本プロジェクトの核心です。

真南方向に向けて太陽電池を取り付け、発電効率を高め、空を映すデザインの一

環としても使用しています。太陽の光で電気を造ることで、生活においての電気代

の削減はもちろん、売電と施設の電気エネルギーとしても使用出来ます。環境にや

さしい再生可能エネルギーであり、地球に負荷を与えない環境テクノロジーです。

● 太陽光発電システムによる創電

● テスラ蓄電池の採用

太陽光発電システムで創電した電気をため、効率的に使えるようにします。

太陽光システムは日のアルうちには常に発電を行いますので、そのエネルギー

が無駄にならないようにため、日のない夜に流用でき、無駄なエネルギ消費を

減らし、省エネに役に立たせます。



「一級建築事務所 ATELIER-LOCUS」

LOCUSはラテン語で「場」を意味します。

建築は「場」に作られるものです。

建築は「場」無しではありえない物です。

私たちは建築の基盤である「場」から建築を考えたいと思います。

「場」からの建築、建築からの「場」。

お互い影響し合う建築と「場」から建築をとらえ、

よりよい「場」の創造から生まれるよりよい「建築」。

それがロクスの目指す建築です。 経営理念
一、私達ロクスは、クライアントの生命財産を守る建築を創造する建築設計事務所です。

二、私達ロクスは、地球環境に配慮した建築を創造する建築設計事務所です。

三、私達ロクスは、人々に感動を与える建築を創造する建築設計事務所です。

四、私達ロクスは、建築文化に寄与する建築を創造する建築設計事務所です。

五、私達ロクスは、建築設計業務を通じ社会貢献をする建築設計事務所です。

六、私達ロクスは、常に建築を探究し、知識を高め経験を積み重ね常に建築を創造する建築設計事務所です。

七、私達ロクスは、常に高い目標を掲げ自己実現する場であり建築設計に夢を持てる建築設計事務所です。


